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学年 応募回数
小 3・小 4・小 5・小 6 回

2 024年

No.2
掲載
問題

解答欄

S P I C A 挑戦状ら
か

の

Eメール： spica_info@waseda-ac.co.jp（送信先）

解き方※欄が足りない場合は別紙にご記入いただき送付をお願い致します。

A、B、C、D、E、F、G、H、I には 1、2、3、4、5、6、7、8、9 の異なる数が当てはまります。
3 桁の整数 ABC、DEF、GHI はすべて 11 の倍数です。また、3 桁の整数 ADG は 3 の倍数、BEH
は 8 の倍数、CFI は 3 の倍数であるとき、3 桁の整数 ADG として考えられる数をすべて答えなさい。
ただし、11の倍数判定法が以下であることを使用しても構いません。

この数を下の位から見て「奇数番目にある桁の和」と「偶数番目にある桁の和」の差を計算
すると 0 または 11の倍数となります。例えば、132 は (1＋2)－3＝0、418 は (4＋8)－1＝11
となるので、132 と 418 はともに 11の倍数です。

「11の倍数判定法」
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